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研究及び教育への波及効果について 
マングローブを活用した沿岸災害減災機能評価を進め，東南アジアや太平洋島嶼国における自然を活か
した解決策「Eco-DRR/Nature-based Solution」の定量化を進めた．教育面では，大学院生が自ら
実験、理論および数値シミュレーションを実施することにより，現象に対する理解を深めることができた。  

 
研究報告： 
(1) 趣旨・目的 
 2013 年の台風 Haiyan に代表されるように，東南アジアや太平洋の島嶼国における高波・高潮の被害が
報告されている．一方，2004 年インド洋大津波では，マングローブによる減災効果が観測され，軽減策とし
て「Eco-DRR/Nature-based Solution」の価値が注目されてきた．しかし，その植林は経験則によるところ
が多く，高波や津波に対する減衰機能（減災機能）についての科学的・定量的な知見が十分ではない． 
 申請グループは，これまで沿岸域への気候変動の影響とマングローブを用いた沿岸災害への適応策に関する
基礎研究を進めてきた．基礎的な科学的知見は集まりつつあり，体系化が必要となっている．同様な研究は，
米国の研究チームでも進められており，国際研究共同開始時期に差し掛かっている． 
 本申請では，これまでの国内外の研究ネットワークを活かし，社会実装可能なマングローブの減災機能の定
量化と減災マニュアルの作成を目的とする．このため，温暖化の進行とともに変化するマングローブの生物的変
化とこれを考慮したマングローブの持つ減災機能を定量的に評価するために，実験データの整理，現地観測，
そして波浪減衰効果を評価可能な数値モデルの高度化を行う． 
 
(2) 研究経過の概要 
研究は生物・生態系，物理系，計算科学からなる 3 つのサブテーマで構成されている． 

(ST1)マングローブ特性の生物的・物理的評価 
(ST2)減災機能を定量的に評価できる数値モデル開発 
(ST3)マングローブの減災機能の社会実装のための減災マニュアル作成 

 ST1 では，マングローブ特性の生物的・物理的評価を行う．このため，まず初めに日米に存在する実験デー
タの統一的な評価を行い，波浪減衰係数を定量化する．ついで，減衰係数に重要であるにも関わらず定量
化が不十分なマングローブ樹形について，現地調査を実施して評価する．ST2 では，ST2 が評価する気候
変動による波浪と海面上昇の将来変化と物理機能評価をもとに，マングローブによる波浪および海面上昇へ
の減災効果を湾スケールで評価可能な数値モデル開発を行う．ST3 では，太平洋島嶼国を対象としたマング
ローブ植林へのガイドラインについて全体でとりまとめる． 
 以上の研究は，極端気象災害軽減のための防災実践科学を目指すものであり，沿岸災害についての
Nature-based Solution/Eco-DRR 研究の国際展開に直結する． 



 
 
(3) 研究成果の概要 
 研究は 3 つのサブテーマ毎に分かれて実施した．既存データや Zoom 会議等を利用して効率的に研究を進
め，マングローブの Eco-DRR 機能の社会実装のための減災マニュアル作成へつなげる． 
(ST1)マングローブ特性の生物的・物理的評価 

ST1 では，マングローブによる物理的な波浪減衰を定量化する．波浪減衰ではモリソン式をもとにした波浪
減衰係数の推定が重要であり，宇治川 OL 等で実施した多くの実験データが存在する．しかし，統一的な見
解が得られていない．そこで，日米に存在する様々なスケールの実験データを集めてデータベース化し，不確
実性を含めた波浪減衰係数の総合的な評価を行った．西表島においてマングローブの樹形特性の 3D 計測を
行い，複雑な樹形を年代ごとにパラメタライズした． 
(ST2)減災機能を定量的に評価できる数値モデル開発 

ST1 で得られるパラメータを用いて，マングローブによる波浪の減衰効果を湾スケールで評価可能な数値モデ
ル開発を行った．数値モデルは，ブシネスク方程式を基礎としてモリソン式を用いて波浪減衰を表現した 
(ST3)マングローブの減災機能の社会実装のための減災マニュアル作成 
 協力して，太平洋・大西洋島嶼国を対象としたマングローブ植林による減災マニュアルを作成するための文献
調査を行った．このため，インターネット会議をベースとして，国際会議を利用しつつミーティングを開催し，マン
グローブ防災 Eco-DRR についての技術的な論文のレビューを実施した． 

以上の得られた成果は，国際誌に投稿するとともに，国際展開を図る予定である． 
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